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【はじめに】沖ノ鳥島は絶海の孤島であり、他からのサンゴ幼生の供給は期待でき

ず、波浪や流れで産卵した幼生の多くが沖合に拡散することが危惧され、サンゴの

成育環境は厳しい。このような海域では、現地におけるサンゴ種苗の確保は重要な

テーマである。平成 18 年 5 月の調査では、沖ノ鳥島産 Acropora tenuisが船上で産卵
した(青田ら,2006)が、優占種の A. globiceps?や A. sp. 4?の産卵はなかった。サンゴ
の成熟度調査(林原ら,2007)から、これらの産卵は 6～7 月と予想され、平成 19 年 6
月 25 日から 17 日間の航海調査を実施した。期間中に両種が産卵し、島では一斉産

卵も観察され、幼生を確保したので報告する。 

【調査内容】6月 29 日(大潮)に両種とも成熟を確認したので、各 5群体を礁内数カ

所から採取し、調査船上の角形水槽(FRP 製 1t)に移設した。閉鎖系だが、ポンプで

流れをつくり、毎日 11 時に水槽内の約 1/2 以上を新鮮な海水と換水した。海水が溢

れてサンゴが干出しないように水槽は透明な塩ビ板で蓋をした。また、水温を 30℃

以下に保つため、遮光ネット(45％)を 2 枚張り、水槽に海水シャワーを噴霧した。 

 7 月 2 日(小潮)の 22:30 に船上水槽内の A. globiceps?の３群体が産卵し、約 10 万
個の受精卵を得た。昇温防止のため満水の角形水槽内に設置した円形パンライト水

槽(0.1ｔ)で幼生を飼育した。毎日数回の水替えをしたが、約 36 時間後から幼生の

死亡が目立ち、84 時間後にスレート板(100×100mm)15 枚を浸漬したものの、着底は

確認できなかった。 

7 月 5 日(中潮)の 21:30 に A. sp. 4、22:40 に A. globiceps?の各 3群体が産卵を開始
した。1時間程度で産卵は終了し、上記と同じ方法で幼生を飼育した。60 時間後の

幼生数は、A. sp. 4?で約 2.4 万個体、A. globiceps?で約 6万個体であり、前者は着底
行動を開始し、後者もわずかにその傾向が見られた。そこで、セラミック製格子状

着床具(117×117×25mm、25 穴)とスレート板を浸漬したところ、数時間で着底し始

めた。7月 7 日(小潮)の朝、礁内や礁周辺に、前夜に産卵したサンゴのスリックが

形成されので、スリックを船上から採取し、上記と同じ方法で飼育した。幼生の大

きさから A. sp. 4?が多いようである。60 時間後の幼生数は約 3.3 万個体であり、着
底行動が見られたのでスレート板を水槽に浸漬すると数時間で着底した。 

 基盤は浸漬したまま運搬し、7月 11 日に沖縄県阿嘉島のサンゴ種苗生産センター

の陸上水槽に移設し、飼育中である。10 月には種別に 400～559 群体で、2.4mm まで

成長した(下表)。この 2 種の種苗生産の成功は、わが国初である。飼育を継続し、

20 年度にこれらの着床具を沖ノ鳥島の礁内に運搬・移設し、各段階での成長度や生

残率について測定する予定である。なお、本発表時に、大型のバンドルコレクター

等の現地での幼生採取技術についても報告する。 
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区　　分
平均長径(mm)
/標準偏差

着床具
平均着生数
群体/枚

枚数 群体数 合計群体数

格子 15.5 20 310
スレート 9.0 10 90
格子 7.7 20 154
スレート 27.0 15 405

スリック 2.4/0.81 スレート 8.5 50 425 425
注）長径は50群体の平均値

沖ノ鳥島産サンゴの着床具上の稚サンゴ数　H19.10.12現在
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A. globiceps ?

2.5/0.90

2.4/0.89






